
ＡМＡフレンドシップ事業の実施に係る覚書 

 

 尼崎市（以下「甲」という。）及び奄美群島広域事務組合（以下「乙」という。）は、Ａ

МＡフレンドシップ事業の実施について、次のとおり覚書を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この覚書は、ＡМＡフレンドシップ事業の実施について必要な事項を定めること

により、甲と乙との間における円滑な連携・協力を図り、もってＡМＡフレンドシップ事

業における交流が甲及び乙双方にとって有意義なものとなることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この覚書において、「ＡМＡフレンドシップ事業」とは、尼崎市立学校に在籍する

児童及び生徒が奄美群島を訪れ、豊かな自然・文化等の体験や同世代の児童及び生徒をは

じめとした島民との交流の機会等を通じて、伝統と文化を尊重する心を醸成するととも

に、自然を大切にし、環境保全に寄与する姿勢等を育成することで次世代のリーダー養成

につなげることを目的とする事業であり、甲及び乙を構成する奄美群島１２市町村が共

同で実施するものをいう。 

 

（役割） 

第３条 甲は、第１条の目的を達成するため、ＡМＡフレンドシップ事業について次の各号

に掲げる役割を担うものとする。 

⑴  奄美群島を訪問する児童及び生徒を選出すること。 

⑵  奄美群島の訪問によって得た経験を尼崎市民のために還元すること。 

⑶ その他第１条の目的を達成するために必要と認められること。 

２ 乙は、第１条の目的を達成するため、ＡМＡフレンドシップ事業について次に掲げる役

割を担うものとする。 

⑴  乙を構成する奄美群島１２市町村との連絡及び調整を行うこと。 

⑵  その他第１条の目的を達成するために必要と認められること。 

 

（連携する役割） 

第４条 甲及び乙は、第１条の目的を達成するため、前条に規定するもののほか、ＡМＡフ

レンドシップ事業について次の各号に掲げる役割を連携して担うものとする。 

⑴  受入自治体の決定に関すること。 

⑵  プログラムの企画及び実施に関すること。 

 ⑶ その他第１条の目的を達成するために必要と認められること（前条第１項第３号及

び第２項第２号に該当するものを除く。）。 



２ 甲及び乙は、前項各号に掲げる役割を効果的に担うため、必要に応じて協議を行うもの

とする。この場合において、協議の具体的な実施方法、当該役割に係る費用負担その他の

条件等については、甲及び乙（受入自治体を含む。）が協議して定めるものとする。 

 

（協議） 

第５条 この覚書に係る事項及びこの覚書に定めのない事項でＡМＡフレンドシップ事業

に係るものについて、特に必要が生じた場合には、甲及び乙（受入自治体を含む。）がそ

の都度協議して定めるものとする。 

 

（効力の発生） 

第６条 この覚書は、令和７年５月２６日からその効力が生じるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上記の覚書の成立を証するため、本書２通を作成し、甲及び乙がそれぞれ署名のうえ、

各１通を保有する。 

 

 

 令和７年５月２６日 

 

（甲） 

兵庫県尼崎市東七松町１丁目２３番１号 

尼崎市長 

 

 

 

                      

 

 

 

（乙） 

鹿児島県奄美市名瀬港町１５番地 

奄美群島広域事務組合 管理者 

 

 

 

                    


